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「学年通信」は、生徒の皆さんが読み終わった後、必ず保護者の方に渡してください 

理想の大人 

学年主任 遠藤祐也 

 

３泊４日の修学旅行が終わりました。楽しかったですか？・・・と聞くまでもなく、４日間みんなの

表情を見ていれば、どれだけこの行事を楽しみにしてきて、そして沖縄の日々を楽しんでいたのか、よ

くわかります。 

 修学旅行を通して確信したこと、それは君たちが「デキる人たちである」ということです。政府の旅

行支援の補助がなく、物価高が追い打ちをかける中、いかに満足度の高い旅行計画を立てるか、という

ことが大きなミッションであり、旅行担当大臣の八巻先生をはじめとする学年の先生方、JTB の添乗員

さんとアイディアを出しながら準備をしてきました。結団式でも話したように、行ったことのないホテ

ルに戻る、目が行き届かない環境の中で時間やルールを守って行動する、ということが実現の前提とな

る計画を立て、そして君たちの多くがしっかりとやってくれました。 

 さて、９月末に進路希望調査をしました。質問の最後に「将来どんな大人になりたいですか？」とい

う項目があったのを覚えていますか？「お金持ち」「生活に困らない」といったそれぞれがイメージす

る「理想の大人」を知ることができて読んでいて楽しかったです。「毎日上司の愚痴を言いながら酒を

飲む人」なんていう渋い回答もありました（笑）。その中でも印象に残っている回答を少し紹介します。 

 まず、とても多かったのが「人の役に立つことができる人」「誰かを笑顔にできる大人」という回答

です。十代半ばの若い君たちの多くが、こういう考えを持っていること、とても尊いことだと思います。

世の中の人々みんながこういう考えをもって仕事や日々の生活を送っていれば、世界はもっと輝く場所

になるんでしょうね。また、「父や母のような大人」「両親へ恩返しをできる大人」という回答もありま

した。私がこの生徒の親だったら、泣いてしまいます。こういう回答ができる子供を育てていらっしゃ

る時点で、ご両親の人となりがどんなに素晴らしいのか、推察されます。一方で、「よくわからない」「目

標がもてない」と回答している人もいました。 

 修学旅行に話を戻します。１・２日目に平和祈念公園とひめゆり学徒隊の資料館を訪問しました。真

剣なまなざしで資料と向き合っていた生徒がほとんどでしたので、自分たちと同じ１７歳前後の若者が

戦争に巻き込まれ、悲惨な最期を遂げたこと、命こそ助かったものの、青春を奪われ、将来の見通しを

持てない若者がそう遠くない昔に日本にも大勢いたことがよくわかったと思います。 

 将来に向けて見通しが持てない不安を抱えている人、どんな職業が自分に向いているのかと、今から

悩んでいる人、その気持ちはよくわかります。ですが、不安がっていても何も始まりません。先ほどの

理想の大人の回答に「何事にも一生懸命向き合う大人」という回答がありました。それでよいのです。

自分に課せられた、目の前にあるすべきことを正面から見据え、それに一生懸命取り組んでいけばよい

のです。衣食に困らず、自分の生存を心配する必要がない環境で、学業や部活動、自分がやりたいこと

に取り組める環境がどれほど恵まれていることなのか、混迷を極める世界情勢を鑑みても明らかです。

そして、そんな恵まれた環境を実現し、維持してくれている親御さんはじめ、物心両面で君たちをサポ

ートする周囲の大人たちこそ、もしかすると君たちが目標とすべき大人なのではないか、そう思います。 

 まもなく２０２４年、いよいよ「受験生０学期」。君たちの番が近づいています。 

 



渋谷の「ハチ」のお話し 

                                  ３組副担任 輿水秀人 
 

今年の 11 月 10 日はハチ（1923～35 年/東京の渋谷駅前にある銅像の犬）の生誕 100 年だったそう

です。そこで少しハチのことを書きたいと思います（クリスマス間近なので・・・えっ、何で？） 私は誕生日

がハチと同じなので、以前からハチには一方
ひとかた

ならぬ親しみをもっているのです。 

大正 12 年の冬、生後 50 日のハチ（秋田
あ き た

犬
いぬ

）は、上野英三郎
ひでさぶろう

先生（東京帝国大学農学部の博士）に乞
こ

わ

れて東京に来ました。米俵
こめだわら

に入れられて、現在の秋田県大館
おおだて

市から汽車
き し ゃ

に揺られて 20 時間。先生（当時

52 歳）はすでにジョンとエス（S）という名のポインターを２匹飼っていたので、ハチは３匹目でした。先

生は仔
こ

犬のハチを抱いて寝るほど可愛
か わ い

がったそうです。しかしそれも束
つか

の間でした。1 年あまり後、先生が

大学で倒れて亡くなってしまったのです（死因は脳溢血
のういっけつ

）。 

先生の奥さん（高橋八重
や え

）は内縁関係だったので家を出て借家へ移ることになりましたが、困ったのは犬

のことでした。三匹の犬はそれぞれ知人に預けられることになりました。ハチは奥さんの親戚にあたる呉服

屋（日本橋伝馬
て ん ま

町）へ。ところがハチは客や 商品にじゃれて商売の邪魔
じ ゃ ま

になりました。そん

なこんなで、やがてハチは奥さんの親戚で浅 草に住む千吉という人に渡されることになり

ました。しかし、浅草の路地裏では大きな体 のハチは迷惑でした。千吉はハチのことで近所

の人たちと度々
たびたび

揉
も

め事になりました。そうい うことでハチは奥さんのもとに戻
もど

されてきま

した。上野先生が亡くなってから２年後のこ とです。だからといって奥さんも飼えません。

放
はな

し飼いにされたハチは近所を走りまわっ て迷惑がられたそうです。奥さんは思案の末、

かつて上野家に出入りしていた植木職人（渋谷・富ヶ谷
と み が や

の住人）に頼みました。その職人が仔犬だったハチ

を可愛がっていた（職人としては仕事をくれる上野先生への御
お

愛
あい

想
そう

だったのでしょうが・・・）ことを思い出

したのです。義理がある職人は引き受けざるをえません。こうして職人の所へ行ったハチですが、職人はハ

チをほったらかしました（放し飼い？）。こうしてハチは渋谷駅周辺をうろつくようになってしまったのです。 

食べ物をくれる人もいましたが、追い払う人たちもいました。水をかけたり蹴
け

ったりする人もいたそうで

す。ひどいことに、ハチの顔にメガネやヒゲを書いて面白がる人もいたそうです。そんな生活の中で野良犬

に嚙
か

まれ、ハチの片耳は折れてしまいました。可哀
か わ い

そうなハチ。でも、ハチには何の罪もありません。すべ

て人間の勝手なのです。のちにハチが「忠犬」として讃
たた

えられることになったのは、本当はハチに対する人々

の罪の贖
あがな

いだったのかもしれない・・・。そうだったんじゃないかなぁ。そんな気持ちで私はハチのことを

思い浮かべます。「忠犬」だなんて、人間の思い上がりじゃないかな。ハチは、日々の暮らしの中で心をすり

減らしている人々（心の貧しい人々）に、愛することの大切さを気づかせたんだょ。 
  
※ ハチという名は先生の奥さんが付けたそうです（ハチの意味は不明）。上野家には先生に教えを受けていた学生たちがよく出入り 

していたそうで、その学生たちが先生に大切にされているハチを面白半分に「公」をつけて「ハチ公」って呼んでいたのだそうです。 

 

1 月の主な行事予定 

   １月  ５日（金）・９日（火）  後期中間試験 

     １１日（木） ▼カセット 

１２日（金）・13 日（土） 進研記述模試  

１７日（水） 登校時マナーアップ運動 ▲カセット 

１9 日（金） 第 3 回英検 1 次（本校） 

     ２０日（土） 土曜講座     

２２日（月）  第 3 回バイク通学者説明会（放課後） 

２６日（金） ▲カセット 教育相談 

２９日（月） ⑦カット 

３０日（火） ▲カセット 

３１日（水） ④⑤大掃除・前期入試準備 生徒最終退出（14：30） 

2 月  1 日（木） 前期入試 生徒登校（14：30～） 

 


